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新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインと強化合宿等イベント中止規定 

 

1. 感染症対策ガイドライン 

 

本ガイドラインは、参加者や運営に携わる関係者の安全を確保するために、公益社団法

人日本カーリング(JCA)協会のガイドラインをもとに作成したものです（新型コロナウイル

ス感染状況により変更する可能性があります）。 

下記の項目をよくお読みいただき、内容を承諾したうえで強化合宿等イベントにエント

リーするよう、また安心・安全な運営にご協力いただきますよう、お願いいたします。 

 

感染症対策のための誓約事項 

参加する場合には、以下の事項を了承し、遵守することを誓約いただいたものとします。 

1. 強化合宿等イベントの感染症対策や中止規定並びに、個人情報の取得、目的、提供の内

容について了承します。 

2. 以下の場合は、参加を辞退します。 

① 強化合宿等イベント当日に発熱した場合や、強化合宿等イベント前 2週間以内に体調管

理チェックシートの項目に当てはまる症状がある場合。 

② 新型コロナウイルス感染症陽性と診断された方との濃厚接触がある場合。 

③ 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合。 

④ 過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等

への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合。 

3. 強化合宿等イベント終了後 2 週間以内に新型コロナウイルス感染症への感染が発覚し

た場合は、スタッフに報告し、自治体や保健所等の調査に協力します。 

4. 強化合宿等イベント後に感染症を発症した参加者が発見された場合には、その感染経路

の特定に協力します。 

 

強化合宿等イベント前 

・参加される方は、イベント当日に体調管理チェックシートを必ず提出していただきます。

事前送付されるチェックシートに基づき、大会 2 週間前の体調確認・検温結果を記録して

ください。当日、提出していただけない場合や虚偽の記入をされた場合は参加をお断りす

る場合があります。(参加者から提出された個人情報は、新型コロナウイルス感染症の拡大

防止のため、参加者の健康状態の把握、開催・参加可否の判断及び必要な連絡調整のため

のみに使用し、保存期間(1 か月)経過後に責任をもって廃棄します。 なお、参加者の中か

ら、新型コロナウイルス感染症を発症した又は感染の疑いがある方が発見された場合は、

必要な範囲で、保健所、行政機関等 に情報を提供し、開催地の自治体の対処方針に従い適

切に対処することとします)。 

・チェックシートにより感染リスクが高いと判断された場合は、スタッフの診断により参

加をお断りする場合があります。スタッフの診断を拒否された場合も同様となります。 

・65 歳以上の方、基礎疾患を有する方の場合、重症化するリスクが高い旨を認識したうえ

でご参加ください。 

・インフルエンザワクチン接種を推奨します。 

 

強化合宿等イベント当日 

(1)会場に行く前に 

・検温をお願いします。発熱があったとき、発熱がなくても体調がよくない場合(咳、咽頭



痛)は会場へは行かず、自宅もしくはホテルでの待機とスタッフへの連絡をお願いします。

病院での診察をうけ、結果が出るまでチーム内の接触者は自宅ないしホテルなどでの待機

をお願いします。 

 

(2) 入場時 

・必ず指定された入場口から会場内にご入場ください。 

・マスクの着用をお願いします(フィルター機能の付いた不織布マスクを推奨します)。 

・会場内に入る際は、新たに体温測定を受けてください。また、体調管理チェックシート

を必ずご提出ください。※事前に記入を済ませて持参願います。 

・発熱が確認された場合は、新型コロナウイルス感染の有無にかかわらず、会場への入場

や参加をお断りする場合があります。 

・新型コロナウイルス接触確認アプリ(COCOA)のインストールを推奨します。(COCOAによっ

て２週間以内の接触が確認されている場合は、スタッフに連絡をお願いします。その期間

が無症状の場合は入場を妨げるものではありません)。 

 

(3) 会場内の行動について 

・会場内では、マスク等の着用等、感染防止対策にご協力ください。チームとして求める

感染防止対策に従っていただけない場合は、参加をお断りする場合があります。 

・会議室、更衣室等では、密を避けるように、隣の方と十分な距離をとってご利用いただ

くようお願い致します。 

・カーリング場内のごみ箱は、ブラシ等に付いたアイス上のゴミのために使用すること。

鼻水、唾液などが付いた個人のゴミは、原則として、ビニール袋に入れて密閉し、各自が

持ち帰ること。 

・設置してあるアルコール消毒などをこまめに利用して感染予防に努めるよう、ご協力く

ださい。 

・他の参加者の方とは十分な距離を取って、咳などをする際は手で覆うなど、ご協力くだ

さい。  

 

(4) 競技中 

・マスクの着用は選手の判断によるもの（※）としますが、競技を行っていない間につい

ても特に会話する時には、マスクの着用を求めます。  

（※）マスクを着用して運動やスポーツを行った場合、十分な呼吸ができず人体に影響を

及ぼす可能性があることや、熱放散が 妨げられることで熱中症のリスクが高くります。ま

た、息苦しさを感じた時はすぐにマスクを外すことや休憩を取る等、無理をしないことも

必要です。 

・可能な限り、他の参加者とは最低 1m の間隔を取ってください。 

・競技中以外では、マスク着用、手指のアルコール消毒を推奨します。  

・ハーフタイム(休憩)での栄養補給については、チームでの共有、一つの容器から取り分

けるのではなく、個人個人で分けたものを準備し、摂取してください。人との距離を取り

対面を避けるとともに、会話は控えめに行うこと。 

・競技の前後及び競技中は、選手どうしの接触は控えること。（肘タッチ、用具を掲げる 等

で対応）  

 

(5) 競技終了後 

・使用したストーン及びブラシ等の用具は試合終了後、競技者自身で消毒してください。 

・コーチ席などのスペースは、使用したコーチやスタッフがテーブル及び椅子を消毒して

ください。 

・会議室、選手控室等で食事、休息時に使用したテーブル、椅子、器具等は使用後に消毒



して下さい。 

・更衣室や控室などで密にならないようご注意ください。 

・会場内には滞留せず、速やかに退場するよう、ご協力ください。 

・ゴミやマスク、飲みきれなかったドリンク等は放置せず各自で持ち帰り自宅で処分する

よう、ご協力ください。 

・リンク出入り口のドアノブは運営スタッフにより消毒を行います。 

 

終了後 

・強化合宿等イベント終了後 2 週間の体調管理・検温結果を記録してください。 

・強化合宿等イベント終了後 2 週間以内に新型コロナウイルス感染症への感染が発覚した

場合は、強化スタッフに連絡し、濃厚接触者の有無等についてご報告ください。 

 

その他 

（1）加入しているスポーツ保険は、感染症は対象外となります。ご了承ください。 

（2） 体調不良（感染の疑い）がある参加者・スタッフがいた場合 

・体調不良を感じた場合は、速やかにスタッフにお申し出ください。 

・本大会の開催にあたり、新型コロナウイルス感染者が出た場合は、関係機関への情報提

供を行うとともに、参加者・大会関係者に、必要に応じて連絡いたします。 

（3） 推奨アプリについて 

・本大会は、新型コロナウイルス接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）の利用を推奨しています。

ご自身のスマートフォンにインストールをしてご利用ください。 

 

 

2. 新型コロナウイルス感染症に関わる中止規定 

 

以下の場合には強化合宿等イベントを中止する場合があります。 

1新型インフルエンザ等特別措置法に基づく緊急事態宣言が発令された場合 

2競技会開催地である自治体（都道府県）独自の緊急事態宣言等の発令またはイベント開催

自粛要請がされた場合  

3 開催都道府県内医療機関の新型コロナウイルス感染症患者受け入れが対応不可となった

場合  

4参加している者及び競技運営に係る者に新型コロナウイルス感染症感染者が発生し、競技

運営に支障をきたす、またはその可能性が想定される場合  

5その他新型コロナウイルス感染症に起因する事象により開催が困難と想定された場合 

 

 

3. 主な新型コロナウイルス感染症対策 

 

本チームでは、以下の感染症対策を可能な限り実施します。 

 感染管理体制の構築 

 競技時以外での、ソーシャルディスタンスの確保 

 密防止を徹底 

 全関係者の体調管理 

 2 週間前から全ての参加者・関係者は「体調チェックシート」による体調や体温の管理

（イベント当日朝、回収・確認） 

 施設入口で参加者・関係者の検温実施 

 手指消毒 



 関係者は全てマスク着用を義務付け。競技中も推奨します 

 アルコール消毒液を配置、更衣室等の換気の実施 

 

 

4. PCR 検査について 

 

・検査対象者は選手、コーチ、マスクを外して競技を行う選手と接触するスタッフを予定

しています。2021 年 1 月現在、PCR 検査については義務付けはしていません。実施希望の

場合、強化事務、スタッフへお知らせください。また、個人で検査を受けた場合もお知ら

せください。 
 
・検査結果については偽陽性・偽陰性の可能性があります。 検査結果は検査時点での感染

状況に関するものであって、陰性であっても、感染早期のためウィルスが検知されない可

能性(偽陰性)やその後の感染の可能性がありますので、感染予防は検査後も必ず行う必要

があります。 

・検査で陽性がでたときは、最寄りの受診・相談センターに相談し判断を仰ぎます。 

・「無症状病原体保有者」の濃厚接触者と判断された場合でも（保健所の指示に従い）検

査を行うことがあります。 

・「無症状病原体保有者」の濃厚接触者で、検査結果が陰性だった場合でも健康観察の対

象者となります。保健所の指示があるまで合宿等イベントには参加できません。 

 

 


